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ンデンデウレ語の音韻概要

米田信子

1. はじめに

ンデンデウレ (Ndendeule)語は，バンツー諸語のひとつでタンザニア西南部に位置す

るルブマ小Mの東部で話されている。本稿では， 2001年7月'"'-'8月に行なった現地調査で収

集したデータをもと'"T ン―̀プンプウレ語の音韻概要を報告をする。インフォーマントの

Raphael R. Njogopaは1956年生まれの男性で両親ともンデンデウレ人である。ンデンデ

ウレ人の中心的な居住地であるナマベンゴ(Namabengo)村に生まれ，以来ずっと同じ村に

住んでいる。ンデンデウレ語の他にスワヒリ語を話す。

ごの言語はGuthrie(1967)の分類には挙げられておらず，隣接地域で話されている「ン

ゴニ語 (Nl2)」と混同されることが多い。彼ら自身も他者に対しては，自らを「ンゴニ

人」，自分たちの言語を「ンゴニ語」と呼ぶことがよくある。しかしながら歴史的に見れ

ば，ンデンデウレ語と言語的に近いのは少し離れたルブマ』）、I、|西部で話されているマテンゴ

語であって，ンデンデウレ語とンゴニ語とは全く別の言語であることがわかる。

ンデンデウレ人が現在のようなひとつの「民族」としてまとまったのは 150年ほど前で

ある。当時ルブマ州中央に位置する平野に暮らしていた人々は， 19世紀中ごろに南部アフ

リカから来たンゴニ人の侵攻を受け，その地を追われることになった。その際に西側の山

岳地帯へ逃げた人々は「マテンゴ」と呼ばれる民族グループとしてまとまり，東側へ逃げ

た人々は「ンデンデウレ」 1)としてまとまったと言われている (Ebner1987=46, Gulliver 

1955:27)。つまりンデンデウレ人とマテンゴ人は，他者からの攻撃を受けたことによっ

て同じところに住んでいた人々が分かれてできあがった民族グループである。言語につい

ても，現在のンデンデウレ語とマテンゴ語は，かつては同じ地域に暮す人々が用いていた

のであるから，同じ言語（の変種）であったか，あるいは極めて類似する言語であったと考

えられる。なおマテンゴ語についての詳細は米田(2000)を参照されたい。
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2. 母音と子音

2.1. 母音

ンデンデウレ語の母音体系は次のとおりである。

ー u 

e
 。
e
 

3
 

a
 

語末に位置する i,uは，それぞれ e,~ と交替が可能である。

/ kif1oIJki / 

/ litaku / 

[khi伽：l)gi] ~ [ khi.(3ml)gd 

[Iitha:tu ] ~ [litha:t::>] 

「ひたい(sg)」

「お尻(sg)」

2.1.1. 鼻母音化

音素としての鼻母音はないが，鼻音に後続すると鼻母音化する。鼻母音化は鼻音以外の

子音によってさえぎられるが， /h/とIw, j Iは例外で鼻母音化をさえぎらない。

_ I ma.{3ele / 

I mahupa / 

/ mwana / 

/ mjeli / 

[maj3e:le] 

[m袖ii:pa]

[mwa:nal 

[mje:li] 

「乳房(pl)」

「骨(pl)」

「子(pl)」

「体(pl)」

cf /lihupa/ [ lihu:pa] 「骨(sg)」

cf. /j3ana/ [j3amaJ 「子(sg)」

2.1.2. 母音調和

舌の高さによる母音調和が見られる。派生辞がつく場合は，その前にある母音と調和す

る。動詞語尾を除けば，語中にIe, o IとIe, ::> /が共起することはない。

派生辞 —il- / a, u, i /の後ろ

Io, e Iの後ろ

I:::>, e Iの後ろ

-butuk-+ -il- → -butukil-

-homb-+ -il—• -hombel-

-s~m- + -il—• -s~mel-
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2.1 .3. 長短の対立

ンデンデウレ語には母音の長短に音韻的対立は見られない。文末及びポーズの位置から

2つめの音節（以下「次末音節」とする）の母音が基本的に長く発音されるため，音声的

には長母音も現われるが，長母音と短母音の音韻的対立を示すものではない。母音に関し

てンデンデウレ語とマテンゴ語の最も顕著な違いはこの点である。マテンゴ語には母音の

長短に対立があり，次のような最小対が存在する。

くマテンゴ語＞

/ kud30_(3a / 

/kukdda / 

2.2. 子音

「隠れる」

「肉をばらす」

/ kud30沿a/

/ kuke:lda / 

「皮を剥ぐ」

「熟す」

ンデンデウレ語の子音は以下のとおりである。

両唇音歯茎音そり舌音硬口蓋音軟口蓋音声門音

閉鎖音 (vl) p t k 

(vd) ct 
摩擦音 (vl) s h 

(vd) 13 3 y 

側面接近音 I 

鼻音 m n J1 I] 

半母音 w J 

cf. <マテンゴ語＞

両唇音歯茎音そり舌音硬口蓋音軟口蓋音声門音

閉鎖音 (vl) p t k 

摩擦音 (vl) s h 

(vd) i y 

破擦音 (vd) d3 

側面接近音 I 

鼻音 m n p 1) 

半母音 w J 
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2.2. l. 有気音と無気音

無声閉鎖音の有気音と無気音に音韻対立はない。必ず有気音 ([p11], [th], [kり）で現わ

れるのは語頭と次末音節である。末尾音節ではどちらも聞かれる。それ以外の環境では無

気音 ([p], [t), [k])で現われる。

/ lupab / [lupha:bJ 「ふるい (sg)」

/ lipapu / [lip咄phu] ,..,_. [liplia:pu] 「肺 (sg)」

/ lipapanilu / [lipapanヽ!!lu] 「肩甲骨 (sg)」

/ itompi / [ith。:mbi] 「山 (pl)」

/ IJkati / [I]ga:thi] ～ [I]ga:ti] 「～のような」

/ itUl]kua / [itlll)gu:a] 「たまねぎ (pl)」

I kif3eya I [k呻e:ya] 「土鍋 (sg)」

/ lihuki / [lihu炉i] ,--..., [lihu:ki] 「汗」

/ likal叩ki/ [likala:I]gi] 「酒用大鍋 (sg)」

2.2.2. 有声音と無声音

ンデンデウレ語の閉鎖音には有声と無声の音韻対立がない。無声閉鎖音Ip/, It/, I k, I 

は，鼻子音に先行される環境ではそれぞれ有声閉鎖音[b], [dt [g]で現われる。

I lutump::> I 

I liy::>nt::> I 

/ kukoIJka / 

[luthu:mb::>] 

[liy::>:nd::>] 

[kuk畑qga]

「腹 (sg)」

「ワニ (sg)」

「結ぶ」

また無声摩擦音/s /は有声破擦音[d3]を異音にもつ。鼻子音に先行される環境では， Isl

は[d計で現われる。

/ li3unsu / [li3U:jl屯u] 「かかと (sg)」

ただし鼻子音の後ろのこのような現われ方は，いずれも同調音点の鼻子音と子音結合（後

述）した場合だけであり，音節主音的鼻音に先行された場合には別の現われ方をする。こ

れについては2.2.7.①で述べる。
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2.2.3. 摩擦音と閉鎖音・破擦音

2.2.2. で述べた無声閉鎖音・無声摩擦音の異音である有声閉鎖音[b],[g]と有声破擦音

[ d3]は，有声摩擦音の異音としても現われる。 /f3/,/y/, /3/が音節主音的鼻音に先行さ

れるとき，それぞれ [b],[g], [d計で現われる。

/ tu~f3utukila / 

/ tu~yaf3ila / 

/ tu~3empila / 

[thumbutuk叱la]

[thUI]ga!3i:la] 

[thUJl屯embe:la]

「我々は彼を追いかける」

「我々は彼に配る」

「我々は彼のために歌う」

ただしこれらは音節主音的鼻音In-,Iに先行された場合だけである。有声摩擦音が主音節

的鼻音以外の鼻子音(/n /)と重なる場合の現われ方は2.2.7.①で述べる。

2.2.4. 摩擦音の口蓋化

有声摩擦音／幻は，前舌母音以外の母音Iu, o, ::>, a /が後続すると口蓋化して[j]のよう

に実現される。さらに摩擦が弱まって[j ]のように発音されることもある。これは後続す

る母音がI:J, a /の場合に特によく聞かれる。

/ ku3anika / [khuj皿速a] ～ [khuj皿tlca]

/ ku33nsa / [khuj~:nd3a] ～ [khuj::>:nd3a] 

/ ku3ol3a / [khujo!pa] ～ [khujo:f3a] 

/ mpe3u / [mb吋u] ～ [mbe:ju] 

/ ku3ela / [khu3e:la] 

2.2.5. 側面接近音

/1 /は音節主音的鼻音l~fに先行されると [rt]で現われる。

/mlam訂
,.., ,.., 

[rtrta:m~] 

cf / f3alam~I [j3ala:m;] 

2.2.6. 鼻子音

「義兄弟 (sg)」

「義兄弟 (pl)」

「乾かす」

「捕まえる」

「隠れる」

「種」

「熟す」

鼻子音Im, n, p, IJ /は，母音の前だけでなく半母音以外の子音の直前にも位置すること
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ができる。その場合はそれらの子音と同調音点で現れる。ただし11I, I h /の前ではそれぞ

れ[ll.], [I)]で現われる。

2.2.7. 子音結合

①鼻子音＋無声閉鎖音・無声摩擦音

無声閉鎖音と無声摩擦音Is Iは同調音点の鼻子音と子音結合する。その際，閉鎖音と

摩擦音には有声化が起こる。また摩擦音は口蓋破擦音で実現されるため，鼻子音も口蓋

音で現われる。それぞれの例は2.2.2.と3.1.2を参照のこと。

I m I + I p I [ mb ] 

I n I + I t I [ nd ] 

II]/+ /k/ [gg] 

In/+ Isl [p也］

これらの子音結合以外に，音節主音的鼻音の接辞I11?-/ (3.2. 参照）あるいは音節主音的

ではない鼻子音1音からなる接辞/n /が子音からはじまる形態素に付加されるとき，形態

素の境界で鼻子音と子音が重なることになる。その場合は次のような現われ方をする。閉

鎖音，摩擦音については2.2.3、と重複するものもあるが，まとめて示す。

形態素fl?.- ＋ 子音 形態素n- + 子音

「彼を～する」 「私は～する」

/ml+lpl → [mp] / n /十Ip/ → [mb] 

[mかk叱tla] [mb~k知la] 1-p~kelal 「迎える」

/m/+/{3/→ [mb] lnl+IJ3! → [m] 

[mbe:I)ga] [me可ga] /-f3eIJka/ 「追う」

/ml+lml→ [mm] lnl+lml→ [m] 

[mma～p:a～ ] [map面 /-mapa/ 「知る」

lm/+lt/ → [ntl lnl+/tl → [nd] 

fotuphu:la] [nduphu:la] /-tupula/「引抜く」

lml+lsl → [ptf] /n/+/s/ → [p也］

(ptJulu:sa] (p.d3ulu:sa] /-sulusa/「売る」
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lml+/11 → [I1,I1,] /n/+/1/ → [ 11,] 

[ll.11! ふla] [111ふla] /-Ida/ 「育てる」

/m/+/n/ → [nn] /n/+/n/ → [ n] 

[nnu:～ha～ ] [n面面 /-nuha/ 「嗅ぐ」

/m/+/q/ → [rt.ct] /n/+/q/ → [ 1l] 

[11.cle函］ [:q_e,..,. :pa~ ] /-qepa/ 「砕く」

Im/+はI→ [p也］ In/+はI → [p] 

[pd3imiiha] [fom油a /-3imuha/「起こす」

lml+IJ1I → [pp] lnl+lpl → [p] 

[J1J1u:ha1 [J1u:hal /-puha/ 「揺らす」

lml+lk/ → [IJk] /n/+/k/ → [I]g] 

[IJkmI)ga] [I]ga:l)ga] /-k叩ka/ 「押す」

lml+lyl→ [l)g] /n/+/y/ → [ I] ] 

[I]ge!ya] [1)ふya] 1-yeyaf 「背負う」

lml+!I]I → [IJIJ] lnl+II]I → [ I] ] 

[IJIJa～mu～ :ta] [IJa~ mu,.., :ta] /-I]amuta/「夢見る」

lml+lhl → [IJh] /n/+/h/ → [h,..,,] 

[IJhombe:la] [hombe:la] /-hompila/「飛びつく」

いずれも調音点の同化は起こるが，/n /は続く子音に対して有声化を引き起こしている

のに対して，音節主音的鼻音の場合には有声化は起こっていない。

②子音＋半母音

半母音Iw, j /は，常に他の子音と結合して現われる。 /w/はI4 s, I] I以外の子音（半母

音は除く）と結合し， Ij IはIp,t, k, h, 1, m /と結合する。

Ip/ ＋ /w I [pw] /p/ ＋ I j I [ pj] 

I ti ＋ /w I [ tw] I ti ＋ I j I [ tj] 

/ k / + /w I [kw] /kl ＋ I j I [ kj] 

/h / + lw I [hw] /h/ ＋ I j I [ hj] 
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/ _(3 / + lw I [pw] 

/ 3 / ＋ lw I [3w] 

ly I + /w I [yw] 

Im! + /w I [mw] Im/ + / j / [ mj] 

In I + /w I [nw] 

Ip I + /w I [pw] 

11 I ＋ I w I [ lw] /1 / ＋ I j I [ lj] 

③鼻子音＋閉鎖音・破擦音+/w/

①の鼻子音と閉鎖音・破擦音の子音結合は，さらにlwIと結合できる。

I m I + I p I + I w / [ mbw ] 

I n I + I ti + I w / [ ndw ] 

In I + I s / + / w / [JI屯w]

/ I] / + / k I + I w / [ 1)9W ] 

3. 音節

音節は開音節で， (N)C(S)V,N, Vと構成される (Nは鼻子音， Cは半母音を除く子音，

Sは半母音， Vは母音を表わす）。以下それぞれの例を挙げて，実際の現われ方を示す。

音節の境界はピリオド（．）で表わす。

なお，[b ] , [ d J , [ g ] , [ tJ ] , [ d3 ] , [ 11. lは音素ではないが， I ~ で囲んだ音素表記

以外の場合は，実際の音の現われ方をわかりやすくするためにそれぞれの音で表記する。

音節主音的鼻音と接辞の n—も同様に，調音点によって， m, n, Jl, 11., I]のように表記す

る。 /!3/,/y/に関しては，語彙集で用いたフォントとの関係で，それぞれb,gの文字を

用いて表記することにする。

3.l. (N)C(S)V 

3.1. l. CV 

最も基本的なンデンデウレ語の音節構造である。半母音以外の子音は，あらゆる母音と

の組み合わせが可能である。
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mata 

magela 

likololo 

3.1.2. NCV 

ma. ta 

ma. ge. la 

Ii . ko . lo . lo 

「唾」

「鍬 (pl)」

「コウモリ (sg)」

「鼻音＋閉鎖音・破擦音」の子音結合 (2.2.7.①）に母音が続いた音節。

pumba pu. mba 「家 (sg,pl)」

lipanda li. pa. nda 「枝 (sg)」

pap屯a pa. J1屯a 「湖 (sg,pl)」

lll]g::>ma Ii . I)g:::> . ma 「羽毛 (sg)」

3.1.3. csv 
「子音＋半母音」の結合 (2.2.7.②）に母音が続いた音節。母音は， Iw Iの後ろでは/u/

以外の母音， Ij Iの後ろではIii以外の母音に限られる。

kikwemula ki . kwe . mu . la 「櫛 (sg)」

kihegwa ki. he. gwa 「木 (sg)」

luhjobu lu. hjo. bu 「爪 (sg)」

kupjega ku. pje. ga 「料理が完成する」

3.1.4. NCSV 

「鼻音十閉鎖音・破擦音+lwl」の子音結合 (2.2.7.③）に母音が続いた音節。

kumbwani ku. mbwa. ni 「岸」

血gwek::, ki . l)gwe . k:::> 「しやっくり (sg)」

叫~ndwili a . qe . ndwi . Ii 「戸を閉めた」

lup屯wemba lu. J1屯we.mba 「ひげ (sg)」
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3.2. N 

/mlは，後ろに母音を伴わずに単独で音節主音的鼻音として立つことができる。音節主

音的鼻音は，後続する子音と同じ調音点で現われる（後続する子音が /h/の場合は[1) ])。

これらはひとつの音素 Ifl?. Iの異音であるが，さらにこれは形態素 mu —の異形態 2) で，

それ以外の現われ方をすることはない。つまり音節主音的鼻音は，複数音節の形態素内で

はなく単音節形態素としてのみ現われる。

3.3. V 

叫ikana

I]kamb~ 

kumpala 

形態素頭にのみ見られる。

4. 声調

anda 

ibena 

n . tJi . ka . na 

I] . ka . mb::, 

ku. m. pa. la 

a. nda 

i.be.na 

「女の子 (sg)」

「水浴び用の瓶 (sg)」

「彼を必要とすること」

「後で」

「2つ」

現在のンデンデウレ語には声調の音韻対立はなく，基本的に次末音節が嵩く現われる。

これは母音の長さに音韻対立がないことと並んで，ンデンデウレ語とマテンゴ語の最も顕

著な違いのひとつである。マテンゴ語の声調による最小対がンデンデウレ語では同音異義

語になることもある。

くマテンゴ語＞

/ lihlna / [li血na] 「幹 (sg)」 1 lihina I Ui証n匂 「名前 (sg)」

＜ンデンデウレ語＞

/ lihina / [lih1ma] 「幹 (sg)」 / lihina / [lih1m匂 「名前 (sg)」

しかしながら名詞を単独で何度か発音してもらうと高声調が語頭音節に現われることが
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少なからずあった。そのほとんどが次末音節との「ゆれ」であったが，常に語頭音節に高

声調が現われたものも僅かながら存在する（資料の語彙表＊印）。ただしこれらも単独で

なければその他の名詞と差がなくなる。

5. 終わりに

限られたデータと分析からではあるが，以上が現時点で明らかになったンデンデウレ語

の音韻概要である。残る課題はもちろん山積みであり，書きながら浮かび上がった問題点

も少なくない。その中で最も気になっているのが/ct/の存在である。この音の位置づけ，

特に/1/との関係を詳しく調べる必要がある。

筆者はこれまでマテンゴ語の記述研究を行なってきたが，先に述べたような歴史背景を

もつンデンデウレ語とマテンゴ語の比較研究は言語変容を知る上で極めて有益であると思

われる。今後さらにンデンデウレ語の調査を進め，マテンゴ語との比較研究に発展させて

いきたいと考えている。
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注

(1) 「マテンゴ」という名称は "kitel)gu「森」”に由来し，ンゴニから逃げ住んだ山岳地

帯の「森に住む人々」を意味すると言われている。 「ンデンデウレ」という名称は，

ンゴニの攻撃に逃げ惑う人々が口にしていた "ndenda_13ole「私はどうすればいいの

だ」”に由来すると言われている。いずれの名称もこれらがンゴニの襲撃後にまとま

ったグループであることを示している。

(2)mu—は 1, 3クラスの名詞接辞と三人称単数の目的格接辞である。直後に子音が続く

場合は母音が脱落し， Imlだけになる。これが音節主音的鼻音として現われる。
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く資料：ンデンデウレ語とマテンゴ語 基礎語彙200語対照表＞

「バントゥ諸語語彙調査票試案」 （湯川 1977)の中に記されているバンツー語重要基本単語 200

を挙げる。ンデンデウレ語は声調の対立がないので表記していないが，常に次末音節が高く発音さ

れる。マテンゴ語には，その単語が単独で発音される場合の声調を記す。基本的にンデンデウレ語

はNamabengo村で話されているもの，マテンゴ語はLitembo村で話されているものである。両村

ともそれぞれの民族の中心的居住地である。表中の[Nam]は Namabengo村よりも東にある

Namtumbo村， [Mpapa]はLitembo村よりも西にある Mpapa村の略で，それぞれの村で使われて

いる単語を挙げている。

日本語 ンデンデウレ語 マテンゴ語
1 頭 mutu -mitu umiitu -mimfttu 
2 彩友 li3up屯u-ma3叩d3u lid3undzu -mad3undzu 
3 目 lihu -mihu r山u-m珀u
4 鼻 mbulu -mbulu imbulu -imbulu 
5 ロ 咽;,m::>-mibm::> *d:)m:) -mibm:) 
6 舌 lulimi -milimi lulimi -inimi 
7 歯 linu -minu fmuー血nu
8 ほほ litama -matama l幽 twa-malrutwa ， 耳 lisikib -masikib likfitu -makfitu 
10 首 hiI]g::> -hiI]g::> 血g=>-hll)g~ 
11 身体 meli -mjeli hjega -hjega 

hjega -hjega (Nam〕
12 皮膚 kimbendela -imbendela l曲；anda -IJ9釦da

kikumba -ikumba 
13 肩 libega -mabega fi:bega -mabega 
14 乳房 libek -mabele libeli -mabeli 
15 腹 lutumbJ -matumbJ lutumbu -mdumbu 
16 背中 I]g=:>I)g=:> -mig=:>I)g=:> rjgJI)gJ -migJI]gJ 
17 尻 litaku -mataku Il!taku~mataku 
18 腕 lub;:,kJ -mab;:,k;:, 血b~ku -mab~ku 
19 指 lUIJg;:,Jl屯e-I)g;:,nd冥 luk~ndzi -l)gSndzi 
20 爪 luhjobu -hjobu sobu -hjobu 
21 脚 lugenden::> -magenden::> 血golu-magolu 
22 ひざ li3oga -ma3oga lig5ti -mag5ti 
23 邑目 lihupa -mahupa Il!hupa -m曲upa
24 血 mwahe mw紬i
25 心臓 ffiWJ3:'.> -mj::>3::> mw5d3::> -mj5d3::, 

n"'ti. ma -m~1t1. ma 
26 肝臓 kibendi -ibendi n:mani-imani 
27 涙 lih:,li -mah::>li Il:h::>li -m釦 Ii
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28 息をする kupomulela 血pomola
kukeka 

29 唾 mata imata 
30 見る kul::,la ktil:>la 
31 聞く ku3oha 血d3ogwa

32 傷 kibnda -ibnda kibnda "" ibnda 

33 腫れる kutupa 軍 mba

34 吐く kutapika 匝tapika

35 視覚障害者 3w叩gabla-banqabla IJgal5la—鉢gal5la

36 治る kulama kulama 

37 伝統医 1)珂ga-bag叩1ga 卯呵ga-agal)ga 

38 着る k曲wala 匝hwata

39 洗濯する kusapa 匝sapa

40 干す ku3anika 血d3anika
41 縫う kus~na 匝tJta
42 水浴する kusamba 匝hoga

ku3oga 
43 塩 mwipu UlW^  IJlU 
44 油 mahuta mahuta 
45 料理する kuteleka 皿teleka
46 焼く k:u3osa 血dゃsa
47 食べる kuljega 固Ija

48 吸う ku3::,l)ga 血dやI)ga
49 飲む kupega 血pa
50 空腹 J1屯ala indzala 
51 腐る kub::>la kub~la 
52 家 pumba -pumba pumba -pumba 

53 建てる kusel)ga 血S£:I]Qa
54 ほこり lutukunda luhombi 

55 父 tate -akatate atatiー紐atati

56 母 ama3e -akama3e amab:> —紐amab~

mab::> -mab::> 〔Nam)
57 子 mwana -bana mw釦a-b細a

58 妻をめとる kut:>lela 血togola
59 嫁ぐ kut::>lda 血togulela
60a 夫 I)gana -b呵gana alomi I曲omi-叩lomi
60b 妻 11.ala -badala ahanu / rjhanu -紐曲anu
61a 産む kupapa 血beleka
61b 生まれる kubeleka lailakeka 

62 名前 lihina -mahina lihina -mahlna 
63 育つ kulula 匝kola
64 人 mundu -bandu mundu -b細du

65 死ぬ kuhwega 血 a
66 犬 ligalu -magar:, d31mbwa -imbwa 
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67 噛みつく kuluma 血luma
68 牛 IJ::>mbe -IJ::>mbe IJ5mbi -IJ5mbi 
69 乳を絞る kumipa 匝kaba
70 豚 ligolobi~magolobi lig6lobi -ipagolobi 
71 山羊 mbuhi -mbuhi imbuhi -imbuhi 
72 動物 mupama -ipama kipama⑯ ama 
73 ライオン lihimba -mahimba l血mba-m曲imba
74 象 ndemb:> -ndemb:> ndembu -ndembu 
75 力ノゞ --- nd:,m5nd:, -nd:,m5nd:, 
76 尻尾 IJkela -mikela rjkela -mikela 
77 狩する kubeqga kubeIJga (後を追う）
78 弓 ~pendi -mipendi upendi -llllpendi 
79 突き刺す kuk~ha 饂 uma
80 わな 1,1teg::> -miteg::> kitaba -itaba 
81 肉 pama -pama ipama -ip.ama 
82 蛇 li3:,ka -maゃka li:d3:>ka -mad3;1ka 
83 蟹 --- lind3egi -mandZegi 
84 魚 homba -homba homba -homba 
85 鳥 ki3uni -i3uni kid3uni -id3uni 
86 卵 lihombi -mahombi lih6mbi -mahombi 
87 尋:S:,"1 lipapanilu -mapapanilu kipapatila -ipapatila 
88 飛ぶ kumbuluka 血goloka

血goloka 〔Nam〕
89 蜜 kiI]gW£j1屯E-il)gW叩d寮 busi 
90 蚊 lupd3epd3ema -ipd3epd3ema lundzendzema -ndzend3ema 
91 木 I]k~I]gu -mik~I]gu rjk:::>I]gU -mik:::>l]gU 
92 葉 lihamba -mahamba lihamba -m曲amba
*93 花 liloba -mafoba foloba -maloba 
94 種 mbe3u -mbe3u lumbed3u -imbed3u 
95 根 I]kega -mikega 祁kega-mikega 
*96 果実 曲::>hi-m恥 hi lutunda -ma血 da
97 畑 lituhi -matuhi litfrhi -matfrhi 

I]gunda -migunda 栴gonda-migonda 
98 耕す kulema 匝lema
99 くわ ligela -magela l1:gela -magela 
100 刈り取る kuhuna 血huna
101 横になる kug;Jbka 血g;,bka
102 ¥I つ ku3ema 血d3ema
103 座る kutama 血tama
104 行く ku3abula 血d3enda

ku3enda 
105 来る kubu祖 血hika

kuhuma (,.__, から来る）
106 入る ku3ll)gila 匝d3iI)gila
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107 出る kupita 血pita
108 帰る kukelabuka ktibud祖

(see 105) 碑 elabuka(戻る）
109 着く k革 a ぃ皿a
110 通る kupeta 血peta

111 道 ndela -ndela indela -indela 

112 作る kutendekeha 血leIJganakea
113 火 mw~t~ mw5t::> 

114 灰 lih:, r巾u
115 煙 lj::,he / mahj::,he lihj5hi 

116 燃える ku祖ka 血Jlaka
ku3aka (Mapapa〕

117 消す 量 imiha 匝susua
118 火にあたる ku3ota 血pata

血3ota〔M匝瓦
119 薪 l曲ap屯u-hap屯u l曲皿dzu-h細dzu
120 水 mase ma~s1 . 

121 汲む kuteka 血teka
122 言う kubIJgela 血pwaga

血bIJgela(おしゃべりする）
123 呼ぶ kukema 碑 ema

124 遊ぶ kukina 螂 na

125 歌う ku3emba 血d3emba
126 太鼓 I]~ma -I]~ma ., II]:>ma -., IIJ:>ma 

127 投げる kutaga 駈lekela

128 罵る kuliga 血tondola

血liga （のろいの言葉を吐く）
129 殴る kut~ba 血lim叩ga

kumepa 
130 与える kupela 畑pekea
131 盗む ku3iba ktid3iba 
132 /2,.. -;:z::;;;-') ~ kuk::>I]gana 血ket呵ganela

血himanila
133 戦争 I)g~ndu -I)g~ndu l)g5ndu -l)g5ndu 

134 殺す kuk:1ma 匝k::>ma

135 笑う kuheka 碑 eka

136 泣く kulela 皿 ela
137 好む kupala 血pala

138 知る kumapa 血mapa

139 1 31． m~ d31m~ 
*1-40 2 ibena ibeli 
可41 3 itatu itatu 

142 4 Q.tJetJe n， se,. s,. 1 

143 5 IJhan:, 中血5
144 1 0 komi likomi 
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145 数える kubalal)ga 血balal)ga
146 多くの（物） hjamahele 両gi
147 全ての（物） hj:>ha hj5ha 
148 持つ k曲amula 碑 amula
149 落ちる kugwega 血 abuka
150 拾う kubk~ta 血t::>nd::>la
151 引っ張る 碑 uta 血huta
152 押す kuk叩ga 碑 a:I]ga
153 結ぶ kukol)ga 砥 -OI)ga
154 曲げる kupenda 血penda
155 切る kudumula 血sekula
156 破る ku3wepula 碑 asula
157 上 k皿 ane kun血e
158 下 pahi p血
159 内 IJkati IJkati 
160 外 pand祖 pandza 
161 赤い（物） kikele kikeli 
162 白い（物） kja ntJ~pe kihfthu 
163 黒い（物） kipili kid31l~ 
164 太陽 ljoba ljoba 
165 月 mwehi mwehi 
166 星 lund::>nd::> -nd::>nd::> lut5ndJ -ndSndJ 
167 苧芸 lihundi -mahundi fihundi -m曲undi
168 雨 hula ihjula 
169 風 ~pogu IJhwai 
170 吹く kupoga 血poga
171 山 kitombe -itombe kitombi -itombi 
172 J 11 losi -losi 16si -16si 
173 林禾 dasi -dasi kiteI]gu -itel)gu 
174 沈む kumila 証h~bela
175 渡る ku3omb~ka 匝bmb:::,ka
176 カヌー --- ---
177 石 li.gal)ga -mag呵ga ilibu -imabu 
178 砂 mahjal)ga h3k:::> 
179 穴を掘る kugima 皿 ;:)la
180 埋める kuhjelalela 碑 ibalila
181 日 lip屯oba-map屯oba ljoba -masoba 

lisoba -masoba 〔Nam〕
182 夜 kilu ikllu 
183 今日 lelenu lelenu 
184 年 mwaka -mjaka mw紐a-mjaka 
185 良い（物） kjamaha kinj拙i
186 悪い（物） kihakah~ kih紐au
187 大きい（物） kikolol)ga kik:Ol6I]gU 
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188 小さい（物） kis::,k::,mbi kis5k;::, 
189 長い（物） kitandamahu kilasu 
190 短い（物） kihupi kid31pi 
191 重い（物） kit::,pehu kit:Speu 
192 寒さ u3::,3::,hu kipepu 
193 新しい（物） kihjJilJ kinj曲i
194 他の（物） hel)ge hjeIJgi 
195 私 IlEI]ga Il£l)ga 
196 君 gwel)ga gwel)ga 
197 私たち tweI)ga twel)ga 
198 君たち mweIJga mweIJga 
199 誰？ gani J1a:ne 
200 何？ nike kike 
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